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【手続補正書】
【提出日】令和1年10月10日(2019.10.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　式Ｉ：
【化１】

[式中、
　Ａｒ１は、フェニルであって、シアノ、ハロ、アルキル、ハロアルキルおよびハロアル
コキシから選択される０～３つの置換基で置換されており；
　Ａｒ２は、ピリジニルまたはピリミジニルであって、１つのＯＲ置換基および０～２つ
のハロまたはアルキル置換基により置換されており；
　Ｒは、水素であるか、またはアルキルエステル、アミノ酸エステル、アルコキシエステ
ル、ホスホン酸、ホスホン酸アルキルエステル、アルコキシホスホネート、アルコキシホ
スホネートアルキルエステル、アルキルカルバメート、アミノ酸カルバメート、アルキル
ホスホロアミデート、アリールホスホロアミデートおよびスルファメートからなる群から
選択されるプロドラッグ部分であり；
　Ｘは、結合であるか、またはＣ１－Ｃ３アルキレンであり；
　ｎは、１または２であり
　環Ａは、ピペラジニル、ホモピペラジニル、２,５－ジアザビシクロ[２.２.１]ヘプタ
ンまたはピペラジン－２－オンであって、ハロ、アルキル、ヒドロキシまたはアルコキシ
から選択される０～４つの置換基で置換されている]
の化合物あるいはその医薬的に許容される塩。
【請求項２】
　ｎが１であり、環Ａが０～２つのアルキル置換基により置換されたピペラジニルである
、請求項１記載の化合物。
【請求項３】
　Ａｒ１が、シアノ、ハロ、アルキル、ハロアルキルおよびハロアルコキシから選択され
る０～３つの置換基で置換されたフェニルである、請求項１記載の化合物。
【請求項４】
　Ａｒ２が、

から選択され、
　Ｒが、水素、アミノ酸エステル、ホスホン酸、アルコキシホスホネート、アルキルカル
バメート、アミノ酸カルバメート、アルキルホスホロアミデート、アリールホスホロアミ
デートおよびスルファメートから選択される、請求項１記載の化合物。
【請求項５】
　Ｘがメチレンである、請求項１記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒが水素である、請求項１記載の化合物。
【請求項７】
　ＲがＰ(＝Ｏ)(ＯＨ)２である、請求項１記載の化合物。
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【請求項８】
【化２】
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【化３】
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【化４】
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【化５】
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【化６】
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【化７】
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【化８】

からなる群から選択される、請求項１記載の化合物あるいはその医薬的に許容される塩。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の化合物あるいはその医薬的に許容される塩、およ
び医薬的に許容し得る担体を含む、医薬組成物。
【請求項１０】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の化合物を含む、うつ病、アルツハイマー病、神経
性疼痛またはパーキンソン病の治療剤。
【請求項１１】
　うつ病の治療に関する、請求項１０記載の治療剤。
【請求項１２】
　アルツハイマー病の治療に関する、請求項１０記載の治療剤。
【請求項１３】
　神経性疼痛の治療に関する、請求項１０記載の治療剤。
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